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Metabolically and immunologically beneficial impact of extra virgin olive and flaxseed oils on 
composition of gut micro biota in mice 

（エキストラバージンオリープオイル及び1Ui麻（マオイルがマウスの腸内細I俵1;~ 笈に与える影ら拇と代

謝改怜 .iiり化竹免疫改挽効果のメカニズム解析）

（論文審杏結果の要旨）

1. 研究の背批と IJ的
動物性の飽和JI旨11/i酸の過剰摂取は肥悩i症 ・2型糖尿病の発症 ・進展リスクとなるが、その機J'(の

ひとつとして飽和脂肪酸がIlla内細I府裳のバランスを乱し、m化秤粘膜のバリア機能や免疫機能を：懇

化させ、全身の役性炎症やインスリン抵抗性を招来することが往11されている。 、f1lli不飽和JI行肋酸

とホリフェノールを閻含イ「するエキストラバージンオリープオイル (EVOO)や c...r3多価不飽和脂

肪酸を邸含イTする而麻仁オイル (FO)U)摂取が動物性脂肪(/)過剰摂取によって惹起される1地性炎

症や代謝異‘，府の改善にイi'lhであることが報併されているが EVOOや FOが腸内細薗汲やm化笠免

疫に及ぽナ影乳には未解lリ l な、•.'!,が多いc 以 kを踏まえ、本研究では佑jjj行）]}j食を仔えたマウスを用い

てその分（-機庁を検討した。

2. 研究方法

8週齢(/)雄性 C57Bし/GJマウスを 4群に分け、それぞれに低脂肪佃 (LF)、ラード含 (j,•,';j)I旨 11/i佃

(HF)、EVOO含有麻脂肪佃 (HF・EVOO)、FO含イ1面ill同肪佃 CHF・FO)を 10週間りえ、梃便

およびm化管組織を採取し、 II¼内糸1111'.ili設の変化 ・rlり化秤免疫に及ぼす影粋を検討したで腸l人1細1'1,i;桜

(})門、 K月の解析は 16SrRNA辿（広 1吋を用いたJI尉内細I祁特異的な辿伝(-シークエンスの結果に）贔づ

き、腸内細1'月の多様性 (OTUs、a多様性、 (1多様性）を解析した。i肖化秤免疫やバリア機能、 HF

臓に対する JIPi-内細菌以潤に関わる辿伝了~!l'Y:0) mRN A発現レベルは定1,し的PCRをJIJいて解析した

発酵にKり肖召1:.される種々の短鎖脂Jl}j酸(/)JIil漿中沿度は LC・MS/NISによって解折した＾

3. 結 呆

HF・EVOO ll'i: ・HF・FO群におけるJI易内細菌淡の多様性は HFI罪と比べてイi怠に増）くしてお

り (P<0.05)、特に HFIt'(: で丼判1に増加していた肥満感受性に1関わるフィルミクテスl11!の (?(1:

比辛がイ了怠に fl~ ドし1u;1;化した (P<0.05)。HF・EVOOlt'(: の近位結腸では HF I作で (J~ ドしてし‘

た制御It1'細胞u)マーカー分(-である l<'oxP3や lL・lOの mRNA発視レベルがイr絃に I・.昇し

た (P<0.05) HF·EVOO 群 · Hl汀~-FO I¥'(: の111111駅や近位甜;ljijでは抗l麻iヘフチ l、‘である Reg□!y 

の mRNA発視レベルが HF群に比べてイ虞に I・.昇してし、た (P<0.05)

..j~ 叙
J'" 

従来、 EVOOゃ FOによる抗動脈硬化作川や代謝改陪効果が報；いされてきたが、腸1J、1細J-'-{j妓や

泊化狩免疫に及((和；：ゲ枠に関してぱ心リI.点が多かった 本研究の結果から、 EVOOや FOを11,,:j:; 

の食生活に括Ill して II~~内屎度の改i店を図り、生活習lrtli和の(-防 ・改如こつなifる臨J/4嘩Jアフローチ

の検証．が期待されな



5. 結綸

EVOOや FOの摂取が高脂肪食肥涸マウスにおける腸内細菌叢のバランス異常を改善し、抗菌

ペプチド分泌と制御性T細胞に関わる消化管免疫機能を強化する可能性が示唆された。

以上の結果から、本論文は学位授与に十分に値するものと判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横薔きとすること。

2 要旨は800字~1200字以内にまとめること。

3 *印は記入しないこと。
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最終試験は日liJiによる公開ふtI益げよって行し‘、以ドの点につしヽて確認した

I . 提出論文0)内容、揺淡につしヽてよく把腑し てし るヽこと

2. 研究(/)I I的 と）j法につし‘て.PH解、！熱知してし、ること c

3. /iJf究結果について正しく理解していること

-I . 関連研究の文献をよく理解していること ，

5. /iJ[-究結果の殿咆について確かな見解を有してし‘ること。

、庁墳の結果、これらに1州連する四1111に対して卜分協i足する回答が得られた、EVOOや FO(/)摂

取が翡JI行Jj/j食肥満マウスにおける9陽内細菌妓(I)ハランス異常を改仰し 、併せて抗1翡iヘフチド分泌と

制御性 T細胞に関わる梢化竹免疫機能を解析した結呆は、 11°/jし、学術的(1llilo'(を布するも(/)と判断し

た 1州連する内外の研究業紐を踏まえ、 EVOOや FOをfl',府の食生活に話川してJI彫内屎税(/)改;,各

を図り、生活習11'Hiりの 1哨｝］ ・改;i;;,に直献する取り糸ILみが期特されるものと、＇はわれた c

以 I:より、本学大学院 博 1:.1限捏を修(十るに（直すると判断し、最終試験は合格としたc

(~ii 考 I JI]祇の規格は、,¥-1とし縦にして／叶批1:-:とナること

2 * Fill t, 記）ヽしな lヽ こと


